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調　査・研　修　報　告　書（会派個人用）
会派名：　きずな　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：林　　高正　　　　 eq \o\ac(○,印)
	実施場所：富山市　GHしおんの家、このゆびとーまれ、富山県庁厚生企画課
	実施日：平成31年2月19日

	■目的・課題・問題事項（調査・研修に先立っての思いや本市の現状　など）
　富山型デイサービスとは何かを探るために実際に現地の2施設を視察させていただき、富山県庁内の厚生企画課でこれまでの富山型デイサービスの制度設計のやり方や支援策について研修する目的で行かせていただきました。

	■参考とすべき事項
　平成5年に病院を退職した3人の看護師の方々が開設した「このゆびとーまれ」から始まった、赤ちゃんからお年寄りまで、障害の有無に関わらず、誰もが一緒に身近な地域でデイサービスが受けられる場所、それが「富山型デイサービス」の始まりです。民家を使い家庭的な雰囲気のもと、対象者を限定せずにサービスを提供するこの施設は、既存の縦割りの制度にはない柔軟なサービスの形として、開所当初から全国的に注目を集めました。そして、平成9年度から民間デイサービス施設に対し、補助金が交付されることとなり、この「障害の種別や年齢を超えて一つの事業所でサービスを提供する」という方式と、縦割り行政の壁を打ち破った、日本で初めての柔軟な補助金の出し方をあわせて、「富山方式」、「富山型」と呼ばれるようになりました。

　富山型デイサービスには様々な可能性があり、それぞれの施設が利用者本位のサービスの提供を目指し、様々な活動に取り組まれています。

	■提言・その他（本市の施策等にどのように活用すべきか など）
富山型デイサービスは、これまでの福祉サービスの縦割りを打破し、「誰もが地域でともに暮らす」（共生）を重視しています。つまり、小規模：利用定員は10～20人程度、家庭的な雰囲気。多機能：障害者や子どもを含め、誰でも受入れ対応。地域密着：身近な住宅地に立地し地域との交流が多い。3つのキーワードがあります。
驚きは、事業所数の推移です。平成5年から始まった富山型デイサービスが平成29年度の速報値で、県内に128ヶ所できています。平成33年の目標は小学校区に1ヶ所の200カ所だそうです。なぜ、これほど増えているのかですが、3世代同居が多い県民の共生への高い意識と特区指定、ソフト・ハード面での補助等の行政の支援が挙げられます。

「このゆびとーまれ」を始められた惣万さんとお話したのですが、「何で役所が決めたことに私たちが合わさなければならないの。住民に寄り添うのが役所でしょ」って言われたことに、忘れていたものを思い出した気がしました。


※ 調査・研修終了後、一週間以内に会派事務局へ提出してください。
